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令和７年第１３回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和７年１０月２９日、大川市役所大会議室において、令和７年第１３回教育委員会（定例会）を開

催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時２０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長職務代理者  谷川 朋昭 

 委  員  今村 秀一 

委  員  木下 明子 

委  員  横大路 智毅 

 

３．欠席委員 

なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     下川 勝彦 

生涯学習課長          永島 潤一 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       坂本 さとみ 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 道井 真広 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６． 付議案件       

報告事項 

（１） 講師等の任用について                   

（２） 第３９回大川木の香マラソン大会参加者募集について     

（３） ラグビー体験教室の実施について               

（４） 大牟田市夜間中学への生徒募集について            

（５） 令和７年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 

               

７． 教育長職務代理者挨拶の要旨 

１０月１日より蔵本教育委員の後任として、横大路 智毅教育委員が就任されたので、横大路

委員よりご挨拶をいただきたいと思う。 

（横大路委員挨拶） 

これまでの経験やこれまでのご縁を活かしながら、子ども達、そして市民の皆様の幸せのため、

力を尽くしていきたいと思う。 
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（谷川教育長職務代理者挨拶） 

ここ数日、朝晩すっかり涼しくなった。大川小学校の子ども達、大川桐英中学校の子ども達を

朝、みていると、すっかり登校の姿が、長袖・ジャケットを着ており、良いのか悪いのか、背中が

曲がって肩をすぼめて歩いていて、それをみるとすっかり寒くなってきたなと感じる。それでも

子ども達が元気に登校している姿をみると、元気がいいな、すくすく成長していてくれているな

と、嬉しくも思うところである。 

秋になって色々な所でイベント事が開催をされるが、食欲の秋、読書の秋、文化の秋、芸術の

秋であったりするが、小学校では、大川小、三又小、道海島小、木室小、田口小の５校が運動会を

控えている。風に乗って、自宅まで子ども達の運動会の練習の元気な声や音楽が聞こえてきて、

しっかり練習しているのだな、というのを毎日感じて仕事をしているところである。 

先日からの学校訪問でも小中学校とも、子ども達が整えられた環境の中、しっかりと勉強がで

きているということを感じることができた。より一層、子ども達のために力を注いでいかないと

いけないと感じたところである。 

 

８．議事の大要 

報告事項 （１） 講師等の任用について 

委 員 

 

 

事務局 

講師の報酬は、近隣の市町との違いはあるのか。また、講師の確保はどのよう

にされているのか。 

 

 県費については、福岡県の給与に則っているので、市町での格差はない。講師

確保については、まずは教育事務所に講師の相談をおこなう。そこでも登録がな

い場合は、市ホームページで募集は勿論、人づてに相談や、市役所の各課にも紹

介をお願いしている。しかしながら、全国的に人材不足であるため、なかなか人

材が見つからないのが現状である。 

報告事項 （２） 第３９回大川木の香マラソン大会参加者募集について 

委 員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

ハーフマラソンが昨年の記念大会だけではなく、今年度も開催されることにな

り、大変だと思うが良かったと思う。時間の見直しもされており、いい形で運営

がされれば良いなと思うのと同時に、安全安心で適切に運営されることを願って

いる。前回、ハーフマラソンで時間切れになった人数は何人いたのか。 

 

昨年度は３時間で完走する想定で、２箇所の関所を設けていた。１ヶ所目で２

人、２ヶ所目で２人、計４名が時間切れとなり、用意したバスで会場まで送った。 

 今回、１５分早めることにより、参加者数との兼ね合いにもよるが、２ヶ所の

関所で２０人程時間切れとなることを想定している。 

 

マラソン大会は毎年賑わってきていると思うが、これまで３９回してきたなか

で参加者の推移について、どれぐらい伸びてきているか。ハーフマラソンが始ま

ったことによって、ボランティアの方など、沢山の人員が必要となると思うが、

ボランティアの方々も高齢化してきていると、ボランティアスタッフの方々から

伺っている。そうゆうことを踏まえて、ボランティア招集の変化についてお聞か

せ願いたい。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

前々回が１，４３５名、ハーフマラソンをした前回が、１，６４３名の申込者

であり、２１０名程度増加している。前回、１，６４３名のうち、ハーフマラソ

ンの申込みが２５１名であった。ハーフマラソンを継続して実施すると決定した

ので、定着を図っていくうえで、参加者が増えればという期待をしている。 

 スタッフについては、ハーフマラソンを実施するうえで、コースに立っていた

だく監察員、給水所を３ヶ所程設置したので、この２つの人員を確保していかな

いといけない。 

 監察員については、スポーツ協会に呼びかけをして、各団体より人員を確保し

たところである。給水所は大詫間の方に協力をいただいたところである。 

 今回においても同様に、スポーツ協会と大詫間の方々に協力の呼びかけをして

いきたい。 

ご指摘のとおり、高齢化ということで、寒い時期でもあるので、主催する側と

しても心苦しいところはあるが、大川市あげてのイベントであるので、できるだ

け全国からこの大会に参加していただくので、是非協力をお願いするという呼び

かけをおこなっているということと、大詫間地区は佐賀側との広域連携という意

味合いもあるので、大川市が有明海沿岸の中心に位置するという大きなこともあ

るので、取組を進めていきたいと思っている。 

 

昨年ボランティアの方々から話があったのが、終わりの時間、そういったもの

が明確にわからずに、いつ終わっていいのかがわからなかったという方がいた。

その辺をご留意いただければと思う。 

要項に「１０ｋｍが１０：２０にスタートするため、中学生、小学生、ファミ

リーが１０：１８までにゴールできない場合は競技を打ち切ります。」とある。

中学生、小学生、ファミリーがゴールする想定で時間の設定をされていると思う

が、過去の状況はどうだったか。中学生、小学生、ファミリーがゴールできる時

間設定の計画であるか。 

 

そのような想定で時間を設定している。まず過去の実績から小学生・中学生の

児童生徒は完走できると想定している。ファミリーは１．５ｋｍを１５分の制限

時間で完走する必要があるが、前回の記録を参考にすると１５分を過ぎた方が２

組いたので、この方々は一旦競技を止めてもらう措置を予定している。 

報告事項 （３）ラグビー体験教室の実施について 

質問・意見等なし 

報告事項 （４）大牟田市夜間中学への生徒募集について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 学年ごとの在籍数をお尋ねする。また、国籍は問わないとあるが、入学の基準

はあるのか。外国籍の方は何人いるのか。 

 

 令和７年７月現在での在籍数は、第１学年が５名、第２学年が７名、第３学年

が７名の１９名である。定員は１学１５名ずつとなっており、全部で４５名の定

員である。 

年齢層の細かいところは把握していないが、１０代から８０代までの年代の方
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がおり、外国籍の方もいる。外国籍の方の基準は特にないと思うが、日本語学校

ではないので、例えば日本にずっとおられる外国籍の方で中学校を卒業していな

場合などが対象になるのかと思う。細かいところは大牟田市教育委員会に確認し

てみたいと思う。 

報告事項 （５）令和７年度全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査の結果について 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

学力調査の目的が、教育環境の改善や学習指導の改善にあるので、これから教

育委員会としてもアクションプランなどを考えいくのかと思うが、今後の動きは

何かあるか。 

 

調査の結果を受けて、今までも学力調査にかかる市の対応や施策はおこなって

いる。例えば、学習支援員を配置する、小学校で教科担任制度を設けて、重点強

化を図るなどおこなっている。 

学習環境を整えるということでいうと、学級支援員の配置であるとかが考えら

れると思う。それに加えて生涯学習課と協働してやらないといけない家庭での学

習の勧め方とか、今までおこなってきたことで、まずどのような成果があったの

かを検証したうえで、今後それに加えて、次これを変えよう、ということを考え

るが、まず分析をして、今後の施策にどう活かしていくかとうのは、これから各

学校や校長会の意見を収集しながら考えていきたい。少し懸念しているのが、学

力を向上させるというところでいくと、人を充てるなどが考えられるが、なかな

か人がいないのが現状である。勿論それは必要であるということとあわせて、現

状をみたときに日々の子どもたちの授業はどのような指導体制を図っていくとか

というは、色々なところから情報収集しながら、学校に提供していくということ

は、今までどおり進めて行きたいと考えている。 

 

学力向上担当者会などで、分析した結果を各学校で持ち寄り、それを共有し、

その中で、重点化するような会が行われるかと思っていた。 

 

質問紙の結果の項目は、意図的に選んであるのか。 

 

質問紙の評価のところで、例えば全国でいうと５ページになるが、自己有用感

の側面、その次に学校満足度、協働的な学び、学びを調整する力、今、市で重点

的に取組もうとしているものについて、各学校共通してしっかりと重点的にみて

いこうというものを選んでいる。その中で、ＩＣＴや、自己調整学習、自分で学

びを調整する力であるとか、県の方も重要視しているところもあるので、市で重

要視しているところ、県で重要視しているところを選んで入れている。 

 

教育委員会も把握したいものとして、大川市教育振興プログラムにリンクして

いると思ったし、各学校においては、学校の重点目標の見届けということで、各

学校においても重点化していくという方法論として選んでいるのかと思った。 

 

委員 

 

 


